
昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
五
日
受
領 

 
 

 
 

 

答

弁

第

四

二

号 
   

衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
再
審
三
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
一
第
四
二
号 

昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
福 

永 

健 

司 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
再
審
三
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

捜
査
当
局
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
、
捜
査
技
術
の
一
層
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
自
白
の
信
用
性
に
関

し
裏
付
け
捜
査
を
徹
底
す
る
等
十
全
な
捜
査
の
実
施
に
努
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

二
に
つ
い
て 

再
審
三
事
件
の
判
決
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
被
告
人
の
自
白
の
信
用
性
に
関
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
捜
査
当
局
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
、
供
述
の
信
用
性
に
関
し
裏
付
け
捜
査
を
徹
底
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
お
よ
そ
犯
罪
捜
査
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
の
疑
い
も
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
。 

三
に
つ
い
て 



(二 ) 

い
わ
ゆ
る
財
田
川
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
暴
行
・
恐
喝
事
件
に
よ
り
勾
留
中
に
本
件
を
犯
し
た

こ
と
を
自
白
し
、
い
つ
た
ん
否
認
に
転
じ
た
も
の
の
、
再
び
自
白
し
、
そ
の
後
本
件
に
よ
る
逮
捕
、
勾
留
の 

(一 ) 
い
わ
ゆ
る
免
田
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
窃
盗
事
件
に
よ
る
逮
捕
中
に
本
件
を
犯
し
た
こ
と
を
自

白
し
、
そ
の
後
、
本
件
に
よ
る
逮
捕
、
勾
留
の
間
、
一
貫
し
て
自
白
を
維
持
し
、
更
に
第
一
審
の
第
一
回
公

判
に
お
い
て
も
、
殺
意
を
否
認
し
つ
つ
も
本
件
が
自
己
の
犯
行
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
第
三
回
公
判
以

降
は
、
本
件
犯
行
を
全
面
的
に
否
認
す
る
に
至
つ
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
第
一
審
の
熊
本
地
方
裁
判
所
八
代
支
部
は
、
右
各
自
白
の
信
用
性
を
肯
認
し
て
有
罪
判
決

を
言
い
渡
し
、
控
訴
審
の
福
岡
高
等
裁
判
所
及
び
上
告
審
の
最
高
裁
判
所
も
、
こ
れ
を
支
持
し
た
。 

そ
の
後
、
第
六
次
再
審
請
求
事
件
を
審
理
し
た
福
岡
高
等
裁
判
所
は
、
右
自
白
の
信
用
性
に
疑
問
が
あ
る

等
の
理
由
に
よ
り
、
再
審
開
始
の
決
定
を
行
い
、
再
審
事
件
の
審
判
を
し
た
熊
本
地
方
裁
判
所
八
代
支
部 

は
、
自
白
の
信
用
性
を
否
定
し
、
そ
の
任
意
性
に
つ
い
て
は
疑
い
が
残
る
と
し
た
。 

四 

 



(三 ) 

い
わ
ゆ
る
松
山
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
傷
害
事
件
に
よ
り
勾
留
中
に
本
件
を
犯
し
た
こ
と
を
自

白
し
、
本
件
に
よ
る
逮
捕
、
勾
留
中
も
、
当
初
は
自
白
し
て
い
た
が
そ
の
後
否
認
に
転
じ
、
公
判
に
お
い
て 

そ
の
後
、
第
二
次
再
審
請
求
事
件
を
審
理
し
た
高
松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支
部
の
請
求
棄
却
決
定
、
同
決
定

に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
所
の
差
戻
決
定
、
差
戻
し
に
よ
り
再
び
審
理
を
行
つ
た
高
松
地
方
裁
判
所
の
再
審
開

始
決
定
及
び
同
決
定
に
つ
い
て
の
高
松
高
等
裁
判
所
の
即
時
抗
告
棄
却
決
定
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
被
告
人

の
自
白
の
信
用
性
等
に
疑
問
が
提
起
さ
れ
、
再
審
事
件
の
審
判
を
行
つ
た
高
松
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
人
の

自
白
の
任
意
性
は
、
肯
定
し
た
も
の
の
、
そ
の
信
用
性
を
否
定
し
た
。 

間
一
貫
し
て
自
白
を
維
持
し
て
い
た
が
、
公
判
に
お
い
て
は
、
本
件
犯
行
を
全
面
的
に
否
認
す
る
に
至
つ 

た
。 こ

れ
に
対
し
、
第
一
審
の
高
松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支
部
は
、
右
自
白
の
信
用
性
を
肯
認
し
て
有
罪
判
決
を

言
い
渡
し
、
控
訴
審
の
高
松
高
等
裁
判
所
及
び
上
告
審
の
最
高
裁
判
所
も
、
こ
れ
を
支
持
し
た
。 

五 

 



四
に
つ
い
て 

(一 ) 

免
田
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
本
件
に
よ
る
逮
捕
、
勾
留
に
先
立
ち
、
窃
盗
事
件
に
よ
り
逮
捕
さ

れ
て
い
る
が
、
同
事
件
は
、
籾も

み

約
二
石
八
斗
及
び
玄
米
一
俵
を
二
回
に
わ
た
つ
て
窃
取
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。 

そ
の
後
、
第
二
次
再
審
請
求
事
件
を
審
理
し
た
仙
台
地
方
裁
判
所
の
再
審
開
始
決
定
及
び
同
決
定
に
つ
い

て
の
仙
台
高
等
裁
判
所
の
即
時
抗
告
棄
却
決
定
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
被
告
人
の
自
白
の
信
用
性
に
疑
問
が

提
起
さ
れ
、
再
審
事
件
の
審
判
を
行
つ
た
仙
台
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
自
白
の
任
意
性
は
、
肯
定
し
た

も
の
の
、
そ
の
信
用
性
を
否
定
し
た
。 

は
、
犯
行
を
全
面
的
に
否
認
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
第
一
審
の
仙
台
地
方
裁
判
所
古
川
支
部
は
、
右
自
白
の
信
用
性
を
肯
認
し
て
有
罪
判
決
を

言
い
渡
し
、
控
訴
審
の
仙
台
高
等
裁
判
所
及
び
上
告
審
の
最
高
裁
判
所
も
、
こ
れ
を
支
持
し
た
。 

六 

 



(二 ) 

財
田
川
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
本
件
に
よ
る
逮
捕
、
勾
留
に
先
立
ち
、
強
盗
傷
人
事
件
、
窃
盗

事
件
及
び
暴
行
・
恐
喝
事
件
に
よ
り
逮
捕
、
勾
留
さ
れ
て
い
る
。
右
強
盗
傷
人
事
件
は
、
ほ
か
一
名
と
共 

謀
し
て
、
金
員
を
強
取
す
る
た
め
農
業
協
同
組
合
に
侵
入
し
、
所
携
の
刺
身
包
丁
に
よ
り
宿
直
員
に
傷
害
を

負
わ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
同
事
件
に
つ
い
て
は
、
起
訴
が
な
さ
れ
、
懲
役
三
年
六
月
の
刑
が
確
定
し

て
い
る
。
他
方
、
窃
盗
事
件
は
、
ほ
か
一
名
と
共
謀
し
て
、
玄
米
六
斗
、
現
金
一
万
円
等
を
二
回
に
わ
た
つ

て
窃
取
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
暴
行
・
恐
喝
事
件
は
、
ほ
か
二
名
と
共
謀
し
て
、
被
害
者
に
対

し
顔
面
を
殴
打
す
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
上
、
代
金
千
円
相
当
の
酒
肴こ

う

を
提
供
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
不
起
訴
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
。 

同
事
件
に
つ
い
て
は
、
起
訴
が
な
さ
れ
、
原
判
決
に
お
い
て
も
有
罪
と
さ
れ
、
再
審
判
決
も
、
同
事
件
に

つ
い
て
の
逮
捕
が
い
わ
ゆ
る
違
法
な
別
件
逮
捕
に
当
た
ら
な
い
と
判
示
し
た
上
、
有
罪
と
認
め
、
懲
役
六
月

（
一
年
間
執
行
猶
予
）
の
刑
を
科
し
て
い
る
。 

七 

 



(三 ) 

松
山
事
件
に
お
い
て
は
、
本
件
に
先
立
ち
、
傷
害
事
件
に
よ
り
逮
捕
、
勾
留
さ
れ
て
い
る
。
同
事
件
は
、

被
害
者
の
顔
面
等
を
二
、
三
十
回
殴
打
し
、
十
日
間
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
不
起
訴

処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
。 

右
傷
害
事
件
は
、
そ
の
態
様
、
被
害
の
程
度
等
に
照
ら
し
、
軽
微
と
は
言
え
ず
、
被
告
人
が
当
時
家
出
し

て
い
た
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
逮
捕
の
必
要
性
は
十
分
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
再
審
判
決 

右
強
盗
傷
人
事
件
は
、
凶
悪
か
つ
重
大
な
事
犯
で
あ
り
、
ま
た
、
窃
盗
事
件
及
び
暴
行
・
恐
喝
事
件
も
、

そ
の
態
様
、
被
害
の
程
度
等
に
照
ら
し
、
軽
微
な
事
件
と
は
言
え
ず
、
い
ず
れ
も
逮
捕
の
必
要
性
が
あ
つ
た

事
案
で
あ
る
。 

再
審
判
決
は
、
必
ず
し
も
こ
の
点
に
つ
い
て
明
確
な
判
断
を
示
し
て
は
い
な
い
が
、
被
告
人
の
自
白
の
任

意
性
に
関
連
し
、
被
告
人
の
自
白
は
、
不
当
に
長
く
抑
留
又
は
拘
禁
さ
れ
た
後
の
自
白
に
当
た
る
も
の
と
は

言
え
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。 

八 

 



五
に
つ
い
て 

4 

免
田
事
件
に
お
い
て
は
、

1
の
と
お
り
、
代
用
監
獄
に
勾
留
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
判
決
確
定
ま
で
拘
置 

3 

財
田
川
事
件
及
び
松
山
事
件
に
お
い
て
は
、
自
白
は
、
そ
れ
ぞ
れ
代
用
監
獄
在
監
中
に
な
さ
れ
て
い
る
。 

2 

代
用
監
獄
に
勾
留
す
る
旨
の
勾
留
状
が
発
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
の
具
体
的
事
情
は
不
明
で
あ 

る
。 

1 

免
田
事
件
に
お
い
て
は
、
代
用
監
獄
に
勾
留
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。 

は
、
右
傷
害
事
件
に
よ
る
逮
捕
は
違
法
又
は
不
当
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
今
日
的
水
準
を
も
つ
て
高
度
の

違
法
あ
り
と
断
ず
る
こ
と
は
酷
に
失
す
る
旨
判
示
し
て
い
る
。 

財
田
川
事
件
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
の
二
十
六
日
間
で
あ 

る
。 松

山
事
件
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
十
二
月
十
二
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で
の
五
日
間
で
あ
る
。 

九 

 



六
に
つ
い
て 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
は
、
確
定
判
決
及
び
略
式
命
令
に
つ
き
、
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
等
及

び
検
察
官
か
ら
の
請
求
に
よ
る
利
益
再
審
並
び
に
検
察
官
及
び
私
訴
原
告
か
ら
の
請
求
に
よ
る
不
利
益
再
審
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
再
審
理
由
と
し
て
は
、
右
両
者
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
証
拠
と
さ
れ
た
文
書
が
偽
造 

松
山
事
件
に
お
い
て
は
、
拘
置
支
所
に
移
監
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
年
十
二
月
十
六
日
、
代
用
監
獄
に
お

い
て
勾
留
さ
れ
た
日
数
は

1
の
と
お
り
で
、
判
決
確
定
ま
で
拘
置
支
所
に
勾
留
さ
れ
た
日
数
は
千
八
百
五
日

で
あ
る
。 

財
田
川
事
件
に
お
い
て
は
、
拘
置
支
所
に
移
監
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
九
日
、
代
用
監
獄

に
お
い
て
勾
留
さ
れ
た
日
数
は

1
の
と
お
り
で
、
判
決
確
定
ま
で
拘
置
支
所
に
勾
留
さ
れ
た
日
数
は
二
千
三

百
四
十
九
日
で
あ
る
。 

支
所
に
お
い
て
勾
留
さ
れ
た
日
数
は
千
八
十
一
日
で
あ
る
。 

一
〇 

 



フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
お
い
て
は
、
重
罪
又
は
軽
罪
に
関
す
る
有
罪
の
確
定
判
決
に
対
し
、
利
益
再
審
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
再
審
理
由
と
し
て
は
、
関
連
証
人
に
対
し
偽
証
罪
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
と
き
、
無
実
を
証

明
す
べ
き
事
実
又
は
証
拠
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
と
き
等
と
さ
れ
て
い
る
。 

又
は
変
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
、
証
人
又
は
鑑
定
人
が
虚
偽
の
供
述
を
し
た
と
き
、
裁
判
官
又
は
参
審
員

が
職
務
犯
罪
を
犯
し
た
と
き
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
利
益
再
審
に
つ
い
て
は
被
告
人
の
無
罪
等
を
理
由
づ
け
る

に
足
る
新
た
な
事
実
又
は
証
拠
が
提
出
さ
れ
た
と
き
な
ど
が
、
不
利
益
再
審
に
つ
い
て
は
無
罪
の
言
渡
し
を
受

け
た
者
が
信
頼
に
値
す
る
自
白
を
し
た
と
き
が
再
審
理
由
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

再
審
請
求
に
対
し
て
は
、
原
裁
判
所
と
同
様
の
事
物
管
轄
を
有
す
る
異
な
る
裁
判
所
が
、
請
求
の
適
法
性
、

理
由
の
有
無
を
審
査
し
た
上
、
不
適
法
な
申
立
て
又
は
理
由
の
な
い
申
立
て
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
棄
却
し
、
理

由
の
あ
る
申
立
て
に
つ
い
て
は
事
件
に
関
し
新
た
に
公
判
手
続
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
採
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。 

一
一 

 



連
合
王
国
に
お
い
て
は
、
有
罪
判
決
に
対
す
る
通
常
の
上
訴
手
続
以
外
の
方
法
に
よ
る
救
済
は
、
恩
赦
に
よ

る
ほ
か
、
内
務
大
臣
が
事
件
を
控
訴
院
に
送
付
し
、
事
件
に
つ
い
て
の
審
理
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
も

行
わ
れ
て
い
る
。
右
の
送
付
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
件
は
本
人
に
よ
る
控
訴
院
へ
の
上
訴
事
件
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
、
控
訴
院
は
、
上
訴
の
理
由
あ
り
と
認
め
る
と
き
は
、
有
罪
判
決
を
破
棄
し
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
更
に
事
実
審
に
お
け
る
再
公
判
の
命
令
を
発
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
手
続
は
、
多
く
の
場
合
新
た

な
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
と
き
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

再
審
の
申
立
て
は
、
司
法
大
臣
が
職
権
に
よ
り
又
は
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
等
か
ら
の
請
求
（
た
だ
し
、

新
事
実
又
は
新
証
拠
の
発
見
に
よ
る
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
に
よ
つ
て
発
す
る
命
令
に
基
づ
き
、
最
上
級
裁

判
所
で
あ
る
破
棄
院
刑
事
部
に
お
い
て
そ
の
審
査
が
な
さ
れ
、
同
刑
事
部
は
、
理
由
の
な
い
申
立
て
に
つ
い
て

は
こ
れ
を
棄
却
し
、
理
由
の
あ
る
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
刑
の
言
渡
し
を
取
り
消
し
て
被
告
人
を
原
裁
判
所
と

同
等
の
他
の
裁
判
所
の
審
判
に
付
す
な
ど
の
措
置
を
採
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

一
二 

 



七
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
に
、
事
実
認
定
に
誤
り
の
あ
る
有
罪
の
確
定
判
決
に
対
す
る
是
正
な
い
し
救
済
の
制
度
は
、
各
国

に
よ
り
区
々
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
刑
事
裁
判
制
度
の
相
違
が
あ
り
、
事
後
的
な
救
済
制
度

の
在
り
方
は
刑
事
裁
判
制
度
の
基
本
的
な
構
造
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

考
え
る
。 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
法
制
に
お
い
て
は
、
恩
赦
の
ほ
か
、
新
た
な
証
拠
の
発
見
等
を
理
由
と
す
る
新
公

判
の
申
立
て
等
の
制
度
に
よ
つ
て
、
誤
つ
た
有
罪
の
認
定
に
つ
い
て
、
事
後
的
な
是
正
な
い
し
救
済
を
図
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。 

再
審
制
度
の
在
り
方
は
、
刑
事
訴
訟
制
度
の
基
本
に
触
れ
る
問
題
で
あ
り
、
判
決
の
確
定
に
よ
る
法
的
安
定

性
と
誤
つ
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
救
済
の
必
要
性
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
我
が

国
の
再
審
事
由
に
関
し
て
は
特
段
の
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
再
審
手
続
に
関
し
て
は
、
適
正
な
判
断 

一
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八
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つ
い
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を
迅
速
に
得
る
観
点
か
ら
改
め
る
べ
き
点
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
最
近
に
お
け
る
再
審
事
件
の
実
情
を

も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

捜
査
当
局
に
お
い
て
は
、
再
審
事
件
に
限
ら
ず
、
裁
判
所
に
お
い
て
無
罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て

は
、
判
決
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
項
を
詳
細
に
分
析
検
討
し
た
上
、
そ
の
検
討
結
果
を
、
事
後
の
捜
査

に
生
か
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

「
無
罪
」
と
は
、
刑
事
法
上
、
被
告
事
件
が
罪
と
な
ら
な
い
こ
と
又
は
被
告
事
件
に
つ
い
て
犯
罪
の
証
明
が
な

い
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
無
実
」
と
は
、
法
令
上
の
用
語
で
は
な
く
、

客
観
的
に
犯
罪
事
実
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
場
合
又
は
犯
罪
事
実
が
存
在
し
て
も
犯
人
と
被
疑
者
若
し
く
は

被
告
人
と
の
同
一
性
が
な
い
場
合
を
表
す
も
の
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 一

四 
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(三 ) 

松
山
事
件
に
お
い
て
は
、
検
察
官
は
、
第
二
次
再
審
請
求
事
件
の
審
判
（
差
戻
し
後
の
第
一
審
）
の
仙
台
地

方
裁
判
所
の
要
請
に
応
じ
、
公
判
不
提
出
記
録
を
同
裁
判
所
に
提
出
し
て
い
る
。 

(二 ) 

財
田
川
事
件
に
お
い
て
は
、
検
察
官
は
、
第
二
次
再
審
請
求
事
件
の
審
判
（
差
戻
し
前
の
第
一
審
）
に
お
い

て
、
高
松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支
部
の
要
請
に
応
じ
、
警
察
保
管
記
録
三
冊
を
同
支
部
に
提
出
し
、
そ
の
後
更

に
、
弁
護
人
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
警
察
保
管
記
録
二
冊
を
第
二
次
再
審
請
求
事
件
の
審
判
（
差
戻
し
後
の

第
一
審
）
の
高
松
地
方
裁
判
所
に
提
出
し
て
い
る
。 

(一 ) 

免
田
事
件
に
お
い
て
は
、
検
察
官
は
、
第
三
次
再
審
請
求
事
件
の
審
判
に
お
い
て
、
熊
本
地
方
裁
判
所
八

代
支
部
の
要
請
に
応
じ
、
公
判
不
提
出
記
録
を
同
支
部
に
提
出
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
証
拠
が
そ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
か
つ
た
の
は
、
検
察
官
に
お
い
て
証
拠
申
請
の
必
要
が
な
い

と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

一
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右
答
弁
す
る
。 




